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木育推進と市民（子ども）に
もたらした変化

栃木県.鹿沼市 鹿沼市議会議長 谷中恵子
木のまち推進係長 橋本

林政課係 豊田

発表者 見上正子

「木工のまち鹿沼」として林業・木材産業が盛んである所以は、
日光東照宮造営の際に各地から腕利きの宮大工や職人が逗留・永
住して技術が伝承されてきたことによる。

人口 91，788人
面積 460，64㎢



栃木県鹿沼市



鹿沼市の農林業 を支える行政



鹿沼産木材 7つの大活躍
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公共施設の木造・木質化



木材仕様の議事堂

• 木材の特質を余すところなく活かした
木造

• 議会をテレビで放映

• 一般質問は特別席で当局と対面する

• 傍聴席は30席くらいはある。

• 車いす対応せきも用意している。



木材仕様の議事堂



木育推進と市民（子ども）に
もたらした変化

木育とは
木とふれあう：木材に触れ、五感を通して興味を持つ
木に学ぶ ：木の現状や役割を知る

木と生きる :森林の持続的管理や環境の改善に貢献する



木とふれあう・木に学ぶ



木と生きる



木と生きる



公共施設の木造・木質化



粟野小学校

・小学校は児童７８名。

・木造建築で平成２３年に建てられ、材料は粟野財産区の木で賄
い、建築設計はすべて地元で行っている。

・２階建のオープン教室は木造。

・図書館までの階段は、通常の３，４倍あり低学年と高学年用に高
さが違う天井は吹き抜け、採光はまぶしく開放感にあふれている。

・自由に座り込んで読書したり、多目的集会に使われている。

・「木に学び・木と生きる」を教育実践している。

・森林標語やポスター・彫刻等のコンクールで全国優秀賞や特別
賞を小学生から高校生まで受賞している。



所 感

• 農林業に力を入れていることは江戸時代からである。

• 長い歴史の中で「木育」を市の宝物として赤ちゃん誕生から始

• まり、様々な事業を展開して市の産業として発展させている。

• 木材関連事業署所は105あり製材所は9件もある。

• 八峰町も山林が80%あるが木を活かした事業がない。視察を

• 通して、何か取り入れるものがないか山を眺めている。


